大阪府財政構造改革プラン（素案） 
パブリックコメント意見等集計表
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≪府民からの意見の内訳≫
	区　分
	件数
	主な意見（個別件数）

	財政構造改革プランの基本的考え方
	138件
	・財政構造改革に反対（55件）

・御堂筋イルミネーション、府庁のＷＴＣ移転、大型開発など無駄な事業をなくすべき（39件）

・民間委託により、民間企業の低賃金化などを招くため民間委託に反対（9件）

	１.大阪府における歳入歳出改革
	2,969件
	

	
	(１)歳出改革
	2,922件
	・福祉や教育、環境予算の削減に反対。この分野に予算措置すべき（33件）

・障がい福祉施設機能強化推進事業費（授産施設）の廃止に反対（23件）

・障がい者福祉作業所運営助成費の新規分の廃止に反対（65件）

・重度障がい者医療費助成の縮小に反対（163件）

・私学助成の削減に反対（159件）

・幼稚園の経常費助成の削減や私立幼稚園３歳児保育料軽減補助の見直しを行うべきではない（404件）

・私立幼稚園３歳児保育料軽減補助を見直し、預かり保育を充実すべき

（25件）

・私立小・中学校の経常費助成の削減に反対（84件）

・専修学校高等課程の経常費助成の削減に反対（1,244件）

・中小企業向け制度融資の見直しに反対（504件）

・府営住宅の半減に反対（46件）

	
	(２)歳入改革
	5件
	・交付税の復活を国に求めるべき（２件）

	
	(３)出資法人等のさらなる改革
	１件
	・出資法人からの府派遣職員の一律引揚げは望ましくない（１件）

	
	(４)公の施設のさらなる改革
	37件
	・プールや府民牧場、箕面昆虫館の廃止に反対（20件）

・介護情報・研修センターは存続すべき（８件）

	
	(５)主要事業の「将来リスク」の点検
	4件
	・関空二期工事や安威川ダムなどの大型開発のリスク検証をしていない
（４件）

	２．国への制度提言
	28件
	・国民健康保険の広域化は値上げにつながるため反対（14件）

・放課後児童健全育成事業補助金の国制度改正要望は、学童保育の責任を国や市町村に押し付けるもので容認できない（５件）

	３．公務員制度改革
	54件
	・公務員改革は手ぬるい。民間はもっと給与・人員の削減をしている（５件）

・公務員の給与や人員削減に反対（35件）

・評価・育成システムを撤廃すべき（７件）

	４．財政運営のあり方
	3件
	・大型開発が財政破綻を招いたことを反省の上で財政運営のあり方を示すべき（３件）

	５．その他
	171件
	・子ども・子育て新システムに反対（25件）

・幼稚園の預かり保育補助金を充実すべき（77件）

・子育ての悩みを気軽に相談できる場所を整備してほしい（18件）

・認可保育所を増やしてほしい（８件）

・障がい者サービスを担う人材確保を図るための人件費補助制度などの創設を行うべき（14件）

・ホームヘルパーやガイドヘルパーを増やしてほしい（12件）


《参　考》
■意見のうち、私学助成関連　約６割（1,920件）
■最多意見：専修学校高等課程の経常費助成の削減に反対（全体の約４割1,244件）

■パブリックコメント提出結果


○意見募集期間　８月５日(木)～９月３日(金)


○意見提出者数（団体等含む）


総　数　3,335件


（ネット　231件、ＦＡＸ　1,395件、郵送等　1,709件）


（個人　3,299人、団体等　36団体）


　○意見件数（団体等含む）


総　数　3,363件


※上記件数は、同一の提出者が複数の意見を提出した場合、それぞれ1件とカウント。











